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三浦市立南下浦小学校・
剣崎小学校の統廃合について
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統廃合決定までの時系列整理①01

『三浦市立小中学校教育
環境検討委員会』設立

『三浦市立小中学校のより良い
教育環境のために（提言）』

『三浦市立小・中学校の適正
規模・適正配置及び学校施設
の活用に関する基本方針』

2007年1月 2009年3月

2008年1月

人口減少に歯止めがかからない
状況に際し、2007年5月から
2008年7月までに8回の検討
委員会が開催。構成委員は幼
稚園園長や学校長、PTA会長
や区長、その他関係団体の長
など。

小学校に関しては現状の学校
配置を維持しながらも、『複数学
年で児童数が１０人未満にな
ることが想定される場合は、地
域に検討のための組織を設置
し、具体的な検討に入るべき』と
の提言。

左の提言を受けて基本方針を
策定。小学校においては“複式
学級が生じたとき”、中学校に
おいては“複数学年で単学級と
なったとき”に隣接校との統合を
検討することが明記される。



統廃合決定までの時系列整理②01

『三浦市立小中学校
適正配置推進計画』

三崎中学校および
上原中学校の統廃合

小学校適正配置・適正規模
に関する検討がスタート

2010年7月 2015年4月

2014年4月

三崎中学校が平成２５年度に
単学年で単学級となることが明ら
かになったことを受け、前計画の
基準を若干緩和して適正化
（＝上原中学校との統廃合）
に向けて具体的な検討を開始。

教育委員会が総合教育会議に
おいて協議開始。保護者や教
員向けのアンケートも実施し、統
廃合を含めた何らかの措置が必
要である意見が多い一方で、通
学距離が長くなることへの懸念
なども大きいことが分かった。

新たに誕生する三崎中学校は、
旧上原中学校の施設を使用す
るが、市では「どちらかの学校が
もう一方の学校を吸収するので
はなく、両校の歴史と伝統を尊
重し、『新しい中学校の創設』と
いう理念を踏まえて歩んでいく」
とする。



統廃合決定までの時系列整理③01

『三浦市学校教育ビジョン』
の策定

南下浦小学校・剣崎小学校
統廃合個別計画策定

2019年8月 2023年6月

2023年2月

『三浦市学校教育ビジョン』の改定
および

統廃合対象検討校の決定
目指す子ども像のために、こども
を含む各関係者と協議する場を
設けながら、令和 7 年度を目
途に「１中学校区１小学校」
の教育体制をつくる方向性を示
す。発表直後から多くの懸念や
反対意見が寄せられたため、見
直し案の作成を余儀なくされる。

統合校の位置を現南下浦小学
校と定め、2025年4月に両校
がそれぞれの良さを生かした統
合を目指す。
学校の統合にあたり 新校を円
滑に開校するため、 「統廃合準
備委員会」を設置する。
（後述）

追加のアンケートを実施した上で
再度関係者との協議を重ね、ビ
ジョンの考え方に一致は見つつも
具体的方策の部分を中心に改
訂を実施。
同月末に統廃合対象検討校と
して3校（南小、剣小、三小）
が指定される。

計画の見直しが確定
（2022年11月）



補足 《現在の小学校児童数と将来数》01

現在、市内小学校８校中６校が、全学年1学級の状況。
1学級の児童数が10名に満たない学年も存在する。

※学校教育 ビ ジ ョ ン （改定版） よ り抜粋
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学校教育ビジョンについて02

すべては子どもたちのために基本理念

目指す
子ども像

4つの力の育成

（１）自分の持ち味を見つけ、
主体的で対話的な深い学びができる力

（２）社会の変化に対応し、
しなやかに・たくましく生きる心と体の力

（３）豊かな感性を持ち、感動を分かち合う力

3つの取り組み

（１）心身ともに健康で調和のとれた人間性豊かな子ども

（２）郷土と日本の歴史、経済、社会、文化を理解し、郷土三浦を愛する子ども

（４）他者の存在を認め、つながる力

主体的で対話的な深い学びの実現

生徒指導上の課題の改善

教師の指導力向上

９年間を見とおした教育課程編成の重要性 一定規模（児童生徒数、教職員数）確保の必要性



学校教育ビジョンについて02
「三浦の良さを生かしたつながりと深まりのある小中一貫教育の推進」

～未来をたくましくしなやかに生きる子どもを育むために～
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統廃合個別計画について03

この個別計画が定める統廃合校は、

南下浦小学校と剣崎小学校とする。

統合校の位置は、南下浦小学校とする。

（三浦市南下浦町菊名1096）

就学区域は、現南下浦小学校及び、

現剣崎小学校の学区とする。

学校名、校章、校歌は、統廃合準備委員会

等の意見聴取のうえ決定する。

〇 生命の尊重と豊かな人権感覚の醸成

〇 主体性、社会性及び協調性の伸長

〇 健康な心と体の育成

南下浦小学校、剣崎小学校がそれぞれ小規模校
の良さを生かして、教職員一人一人が主体性を発
揮して作り上げてきた両校の教育課程と、これまでの
両校の伝統を受け継ぎ、新しい「南下浦小学校」に
おいては次の三つの資質能力の育成を大切にしなが
ら、教職員一人一人の能力を生かして、三浦らしい
多様な学びを具現化する新しい教育課程の創造を
目指す。

①対象校 ②学校の位置

③就学区域 ④学校概要

⑤新校理念

※開校は令和7年4月予定
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統廃合準備委員会について04

「統廃合準備委員会」の中で統廃合に係る諸課題の細部について調査、検討するため
「統廃合準備専門部会」を設置するものとし、十分な理解と協力を得ながら進める。

● 教育課程部会

● 交流部会

● ＰＴＡ部会

● 安全部会

● 閉校準備部会
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統廃合までのスケジュール05



令和5年度 議会報告会
（南下浦個別テーマ）

発表は以上になります。
ご清聴ありがとうございました！



令和5年度 議会報告会
（南下浦個別テーマ）

質疑・応答


